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を認めたため spindlecel carcinoma, possibleと診断
した．食道癌取り扱い規約（第9版）では Mt，右壁，
















































Ila, AO, N2 ( +), MO, PIO, St IIIで，病理診断は，










マンナン抗原（+ ), ,1 D グノレカン 110.9pg/ml （正




























































































































































































(10%），病期は StageI 2例（ 10%) , II 7例
(35%), IV 1例（55%）で，腫蕩長径は平均 7.5cm 
(2～20 cm）であった．
放射線治療を完遂できた症例では 60～66Gy/2 Gy 








(42%), PR 9例（47%), NC 2例 (11%），であっ
た．副作用は，全例で食道炎による膜下痛を認め，悪
心などの上部消化管症状も認めた．骨髄抑制は
R TOG acute radiation morbidity scoreで Grade1が 1
例（ 5 %) , Grade 2 7例（35%) , Grade 3 8例





効果別にみると， CR80%, PR 54%, NC 0%であっ
Tこ．
【考察】食道癌の concurrentchemorad凶 ionther-
apyは高い奏功率が得られ，副作用は許容範囲で比較
的安全に行えた．進行食道癌に対して concurrent
chemotherapyは有効な治療法と考えられる．
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